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詳しくは弘果物流まで詳しくは弘果物流まで

着色・食味
向上の
手助けに

吸収のよいリン酸肥料吸収のよいリン酸肥料

令和４年産りんご止市令和４年産りんご止市
輸
出
需
要
含
め

輸
出
需
要
含
め

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

生
産
者
団
体
定
時
総
会

生
産
者
団
体
定
時
総
会

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会

生
産
連
絡
協
議
会

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団

体
（
９
団
体
）
で
は
、
３
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
、
定
時
総
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
団
体
の
総
会
で
は
、
令

和
４
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ

審
議
、
可
決
さ
れ
、
令
和
５

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読
み

上
げ
、
満
場
の
拍
手
を
以
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
下
記
１
団
体
で
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
　
渋
谷
充　

ホ
ナ
ミ
出

荷
組
合
（
新
任
）

副
会
長
　
浜
山
浩
文　

雉
子

森
出
荷
組
合
（
新
任
）、

野
呂
勇　

上
稲
元
生
産
組
合

（
新
任
）

渋谷充新会長

弘

果

弘

果

高
値
傾
向
で
締
め
く
く
る

高
値
傾
向
で
締
め
く
く
る

創
立
三
十
周
年
の
節
目
を
祝
う

創
立
三
十
周
年
の
節
目
を
祝
う

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
婦
人
部

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
婦
人
部

島内恵子さん　清藤富士子部長　水木美智子さん島内恵子さん　清藤富士子部長　水木美智子さん

挨拶をする清藤部長挨拶をする清藤部長

弘果りんご止市の様子弘果りんご止市の様子

津軽りんご市場りんご止市の様子津軽りんご市場りんご止市の様子

功績を讃え表彰された歴代部長功績を讃え表彰された歴代部長

　

午
前
８
時
よ
り
行
わ

れ
た
止
市
に
は
、
買
参

人
約
２
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
当
日

は
１
万
７
５
６
箱

（
前
年
比
90
．
２
％
）

が
入
荷
し
、「
ふ

じ
」
の
上
実
が
高
値

１
万
８
０
０
円
（
同
66
．

７
％
）
～
中
値
９
７
２
０

円
（
同
１
０
０
．
０
％
）

～
安
値
８
６
４
０
円
（
同

１
０
０
．
０
％
）、
小

玉
が
高
値
９
７
２
０
円

（
同
１
１
２
．
５
％
）
～

中
値
８
６
４
０
円
（
同

１
１
４
．
３
％
）
～
安

値
８
１
０
０
円
（
同

１
１
５
．
４
％
）
で
の
取

引
と
な
り
ま
し
た
。

　

會
田
一
男
専
務
は
４
年

産
の
販
売
に
つ
い
て
「
８

月
の
降
水
量
が
多
か
っ
た

影
響
か
ら
、
平
年
を
上
回

る
大
玉
傾
向
で
、
品
質
面

で
は
薬
剤
散
布
の
遅
れ
に

よ
る
病
害
虫
の
発
生
や
、

サ
ン
ふ
じ
の
ツ
ル
割
れ
が

多
く
見
ら
れ
、
総
じ
て
下

位
等
級
品
の
割
合
が
多
い

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

生
産
者
の
努
力
で
食
味
良

く
仕
上
が
っ
た
結
果
、
円

安
に
よ
る
輸
出
需
要
の
高

ま
り
も
あ
り
引
き
合
い
が

強
く
、
ま
ず
ま
ず
の
取
引

と
な
り
ま
し
た
」
と
締
め

く
く
り
、
５
年
産
に
向
け

て
「
開
花
が
早
い
状
況
で

す
の
で
、
生
産
者
に
は
防

霜
対
策
を
徹
底
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
産
の
取
扱
数

量
は
４
８
３
万
２
８
８
６

箱
（
同
１
０
７
．
５
％
）、

平
均
単
価
は
４
５
９
３
円

（
同
86
．
０
％
）、取
扱
金
額

は
２
２
１
億
９
６
１
７
万

円
（
同
92
．
４
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
行
わ
れ
た
止
市
に

は
、
買
参
人
約
80
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
当
日
は
１
万
７
２
７
箱
（
前
年
比

99
．
２
％
）
が
入
荷
し
、「
ふ
じ
」
の

上
実
が
高
値
１
万
１
８
８
０
円
（
同

73
．
３
％
）～
中
値
１
万
２
６
０
円（
同

１
０
５
．
６
％
）
～
安
値
８
６
４
０
円

（
同
１
０
０
．
０
％
）、
小
玉
が
高
値

１
万
８
０
０
円
（
同
１
０
０
．
０
％
）

～
中
値
９
７
２
０
円
（
同
１
２
８
．

６
％
）
～
安
値
８
６
４
０
円
（
同

１
２
３
．
１
％
）
で
の
取
引
と
な
り
ま

し
た
。

　

對
馬
智
範
取
締
役
営
業
部
長
は
今

回
の
止
市
の
市
況
に
つ
い
て
「『
ふ
じ
』

上
実
の
高
値
だ
け
を
見
る
と
、
前
年
産

を
か
な
り
下
回
っ
て
見
え
ま
す
が
、
全

体
的
に
引
き
合
い
が
強
く
、
高
値
傾
向

の
取
引
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
４

年
産
の
取
引
を
振
り
返
り
「
８
月
の
長

雨
や
曇
天
の
影
響
で
下
位
等
級
品
が
多

い
傾
向
で
し
た
が
、
生
産
者

の
努
力
で
食
味
良
く
仕
上
が

り
、
生
産
量
は
前
年
産
を
上

回
り
ま
し
た
。
円
安
や
米
国

産
の
不
作
の
影
響
も
あ
り
、

台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
輸
出

の
引
き
合
い
が
強
く
、
産
地

相
場
を
引
き
上
げ
た
要
因
と

な
り
ま
し
た
」
と
総
括
し
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
産
の
取
扱
数
量

は
２
３
６
万
７
１
４
１
箱

（
同
１
０
６
．
５
％
）、
平
均

単
価
は
４
５
９
７
円
（
同

86
．
０
％
）、
取
扱
金
額
は

１
０
８
億
８
０
９
７
万
円

（
同
91
．
６
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

婦
人
部（
清
藤
富
士
子
部
長
）

の
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て

４
月
24
日
、
弘
前
市
フ
ォ
ル

ト
ー
ナ
に
お
い
て
、
会
員
、

関
係
者
約
70
名
が
出
席
し
、

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
部
は
、
弘
果
り
ん
ご
連

絡
協
議
会
が
創
立
さ
れ
た
こ

と
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
、

り
ん
ご
栽
培
の
拡
充
を
図
る

上
で
、
し
だ
い
に
女
性
の
就

農
及
び
技
術
習
得
と
向
上
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

女
性
な
ら
で
は
の
意
見
交
換

の
場
、
親
睦
の
場
を
主
と
し

た
組
織
の
立
ち
上
げ
の
必
要

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
４
年

３
月
に
「
女
性

と
し
て
の
教
養

を
高
め
、
農
業

経
営
の
安
定
と

所
得
向
上
を
図

り
、
地
域
の
交

流
と
親
睦
を
深

め
、
一
層
の
創

意
工
夫
に
励

む
」
と
い
う
目

的
を
掲
げ
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
80
名
の

部
員
が
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
清
藤
部
長
が

「
創
立
30
周
年
の
節
目
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
当
部
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
皆
様
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
部
員
一
致
団
結
し
て
活
動

を
盛
り
上
げ
て
、
更
な
る
飛

躍
に
つ
な
げ
た
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
。
そ
の
後
、
歴
代
部
長
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
会
場

は
華
や
か
な
祝
賀
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（第８代）　　　　　　　　　　　　　（第７代）（第８代）　　　　　　　　　　　　　（第７代）

　

弘
果
及
び
津
軽
り
ん
ご
市
場
に
お
い
て
４
月
28

日
、
令
和
４
年
産
り
ん
ご
の
止
市
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

４
年
産
り
ん
ご
は
、
豪
雨
被
害
や
天
候
の
影
響

に
よ
り
、「
サ
ン
ふ
じ
」
を
中
心
に
、
ツ
ル
割
れ

等
の
下
位
等
級
品
の
割
合
が
多
い
状
況
で
し
た
。

販
売
面
で
は
、
上
実
か
ら
下
位
等
級
品
ま
で
、
平

均
単
価
で
は
高
水
準
で
推
移
し
た
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
が
、
国
内
及
び
海
外
か
ら
の
引
き
合
い
は

強
く
、
総
体
的
に
順
調
な
相
場
で
取
引
さ
れ
ま
し

た
。

　

両
市
場
と
も
４
年
産
取
引
を
締
め
く
く
る
競
売

前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
挨
拶
、
手
締
め
、
乾
杯

で
景
気
付
け
を
行
い
、
競
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。



ひ ろ か だ よ り （2）

す
み
や

す
み
や

佐
藤
　
純
弥

佐
藤
　
純
弥
さ
ん
さ
ん

（38）（38）

りんご高密植栽培モデル園開設

　

八
戸
市
市
川
地
区
は
い

ち
ご
生
産
が
盛
ん
で
、
青

森
県
内
最
大
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
の
八
戸
苺
生
産

組
合
の
木
村
武
美
組
合
長

の
ハ
ウ
ス
で
は
現
在
、
果

シーズン成績報告会開催

☎ 0172-27-1800☎ 0172-27-1800

今が今が

形
が
大
き
い
円
錐
形
で
、
鮮
や

か
な
赤
色
が
特
徴
の
「
さ
ち
の

か
」
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

木
村
組
合
長
は
今
シ
ー
ズ
ン

の
い
ち
ご
に
つ
い
て
「
今
年
１

月
末
か
ら
２
月
上
旬
の
寒
波
の

影
響
で
花
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
春
い
ち
ご
の
出
始
め
が
平

年
に
比
べ
て
２
週
間
ほ
ど
遅
れ

ま
し
た
。
そ
の
状
態
を
挽
回
し

て
現
在
の
最
盛
期
に
至
っ
て
い

ま
す
。
組
合
で

は
『
と
ち
お
と

め
』を
中
心
に
、

『
さ
ち
の
か
』

『
紅
ほ
っ
ぺ
』

を
作
付
け
し
て

お
り
、
各
品
種

と
も
美
味
し
く

仕
上
が
っ
て
い

ま
す
」と
話
し
、

い
ち
ご
栽
培
の

八 戸 い ち ご八 戸 い ち ご
「さちのか」の収穫に励む「さちのか」の収穫に励む

木村組合長木村組合長

今
後
に
つ
い
て
「
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
で
厳
し
い
経

営
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
数
の
減
少
か

ら
、
後
継
者
不
足
も
実
感

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
い

ち
ご
栽
培
を
絶
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
培
っ
て
き
た

栽
培
技
術
を
後
進
に
惜
し

み
な
く
伝
え
て
い
く
と
と

も
に
、
組
合
が
こ
だ
わ
っ

て
き
た
『
樹
上
完
熟
で
食

味
が
良
い
い
ち
ご
』
を
売

り
に
、
消
費
拡
大
へ
努
め

て
い
き
ま
す
」と
展
望
し
、

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
へ

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
い
ち
ご
の
収

穫
は
６
月
頃
ま
で
行
わ

れ
、
弘
果
を
は
じ
め
県
内

の
青
果
市
場
へ
出
荷
さ
れ

ま
す
。

　

弘
果
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
後
援
会
で
は
４

月
25
日
、
同
ク
ラ
ブ
所
属

の
土
屋
正
恵
、
横
濵
汐
莉

両
選
手
の
活
躍
を
讃
え
る

成
績
報
告
会
を
、
弘
前
市

の
フ
ォ
ル
ト
ー
ナ
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

成
績
報
告
会
に
は
、
弘
果
社
員

や
後
援
会
関
係
者
ら
約
１
３
０
名

が
出
席
、
世
界
選
手
権
や
国
体
へ

の
出
場
、
各
大
会
で
の
優
勝
や
上

位
入
賞
等
、
輝
か
し
い
戦
績
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
土
屋
選
手
は

「
競
技
に
専
念
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。
次
の
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
も
う
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
チ
ー
ム
で

励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
、
横
濵
選

手
は
「
慣
れ
な
い
仕
事
と
競
技

の
両
立
が
つ
ら
く
感
じ
る
時
も

あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
方
々

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
今
シ
ー
ズ

ン
を
戦
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
弘
果
職
員
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
仕
事
も
競
技
も
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

意
気
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
に
は
４
月

か
ら
小
林
萌
子
（
も
え
こ
）
選

手
が
新
加
入
し
ま
し
た
。

　

小
林
選
手
は
新
潟
県
出
身

で
、
日
本
大
学
卒
業
後
に
弘
果

へ
入
社
し
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
で
大
学
日

本
一
に
輝
く
等
の
好
成
績
を
上

げ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
属
選

手
が
３
人
と
な
っ
た
こ
と
で
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
３
人
一
組
の
リ

レ
ー
出
場
が
可
能
と
な
り
、
優

勝
を
目
指
し
て
来
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
始
動
し
ま
す
。

新加入の小林選手（写真中央）を囲む新加入の小林選手（写真中央）を囲む
横濵選手（写真左）と土屋選手（写真右）横濵選手（写真左）と土屋選手（写真右）

　

弘
果
総
合
研
究
開

発
は
今
年
度
、
り
ん

ご
栽
培
に
お
い
て
作

業
の
効
率
化
、
早
期

多
収
が
期
待
さ
れ
て

い
る
「
り
ん
ご
高
密

　

弘
果
物
流
で
は
、
肥

料
や
資
材
等
、
営
農
に

必
要
な
ア
イ
テ
ム
を

多
数
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
販
売
す
る
商
品

の
中
か
ら
、
特
に
力
を

入
れ
て
販
売
し
て
い
る

肥
料
「
ア
カ
ツ
キ
」
は
、

局
所
施
肥
に
よ
り
、
徒

長
防
止
、
着
色
及
び
食

味
の
向
上
等
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

鶴
田
町
の
り
ん
ご
生
産
者
団
体

「
強
巻
出
荷
組
合
」
の
八
木
橋
正

史
（
ま
さ
し
）
さ
ん
、奥
瀬
寿
（
ひ

さ
し
）
さ
ん
は
、
弘
果
物
流
の
薦

め
で
「
ア
カ
ツ
キ
」
を
使
用
し
て

約
３
～
４
年
が
経
ち
ま
す
。
八
木

橋
さ
ん
は
「
使
用
し
て
か
ら
は
、

チ
ッ
ソ
管
理
が
し
易
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
着
色
や
食
味
も
良
く

な
っ
て
い
ま
す
」
と
効
果
を
実
感

し
、
奥
瀬
さ
ん
は
「
他
の
リ
ン
酸

系
肥
料
と
比
べ
て
価
格
と
し
て
は

高
め
で
す
が
、隔
年
結
果
が
無
く
、

ツ
ル
割
れ
が
少
な
い
等
、
高
品
質

な
生
産
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

と
費
用
対
効
果
の
高
さ
を
強
調
し

て
い
ま
し
た
。

　

弘
果
物
流
の
担
当
者
は
「『
ア

カ
ツ
キ
』
は
吸
収
の
良
い
リ
ン
酸

系
の
肥
料
で
、
天
候
に
は
左
右
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
着

色
、
食
味
向
上
の
手
助
け
を
し

て
く
れ
ま
す
。
当
社
イ
チ
オ
シ

商
品
で
す
の
で
、
お
買
い
求
め

い
た
だ
き
、
高
品
質
な
り
ん
ご

生
産
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
生
産
者
が
効
果
を
実

感
し
、
販
売
担
当
者
が
自
信
を

持
っ
て
お
ス
ス
メ
す
る
リ
ン
酸

系
肥
料
「
ア
カ
ツ
キ
」
の
お
問

い
合
わ
せ
は
弘
果
物
流
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

弘果
総研
QR

弘果総研

植
栽
培
」
の
経
営
モ
デ
ル
園
を
弘
前
市
小
沢
地
区
に
開
設

し
ま
し
た
。

　

同
園
は
、
弘
果
総
研
が
管
理
す
る
研
修
園
地
１
㌶
と
、

新
規
就
農
者
に
貸
与
ま
た
は
譲
渡
予
定
の
４
㌶
の
計
５
㌶

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
研
修
園
地
で
は
今
年
度
分
と
し
て
、

約
60
㌃
に
ふ
じ
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
、
つ
が
る
等
、
11
品

種
１
８
０
０
本
を
定
植
し
、
隣
接
す
る
ハ
ウ
ス
４
棟
で
は

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
栽
培
も
行
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
２
０
１
９
年
か
ら
、
津
軽
地
方
の
９
園
地
で

り
ん
ご
高
密
植
栽
培
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
試
験
園
地
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、

新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
経
営
モ
デ
ル
園
の
開
設
に
着
手

し
ま
し
た
。
計
画
で
は
４
年
間
で
研
修
生
計
８
名
を
受
け

入
れ
、
定
植
、
栽
培
管
理
、
収
穫
等
２
年
間
の
研
修
を
経

て
、
終
了
後
は
、
同
社
が
経
営
指
導

や
国
の
補
助
金
導
入
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
独
立
就
農
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

モ
デ
ル
園
の
栽
培
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
４
月
21
日
、
同
社
社
員
６
名

で
フ
ェ
ザ
ー
苗
木
の
定
植
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
弘
果
総
研
は
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
「
高
密
植
栽
培

は
、
新
規
就
農
者
に
も
取
り
組
み
や

す
く
、
労
働
生
産
性
の
向
上
が
期
待

で
き
、ひ
い
て
は
『
ス
マ
ー
ト
農
業
』

の
可
能
性
を
拡
げ
る
栽
培
方
法
で

す
。
丸
葉
栽
培
の
高
い
技
術
力
、
慣

行
の
わ
い
化
栽
培
と
と
も
に
、
高
密

植
栽
培
を
加
え
て
、
り
ん
ご
産
業
全

体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

アカツキの効果を実感したと話すアカツキの効果を実感したと話す
奥瀬さん（写真左）と八木橋さん（写真右）奥瀬さん（写真左）と八木橋さん（写真右）

大規模なりんご高密植栽培モデル園大規模なりんご高密植栽培モデル園

アカツキアカツキで高品質りんご生産を手助けで高品質りんご生産を手助け

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に

向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
園
地
所
在
地
】　

平
川
市
唐
竹

【
作
付
状
況
】　

り
ん
ご
・
３
㌶
、シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
10
㌃

【
就
農
年
】　

２
０
２
０
年

【
き
っ
か
け
】
り
ん
ご
農
家
に
生
ま

れ
育
ち
、
学
生
時
代
は
家
業
を
継
ぐ

と
い
う
意
識
が
希
薄
で
、
手
伝
い
は

多
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
親
か
ら
も

家
業
に
つ
い
て
何
も
言
わ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
、
県
外
で
数
年
働
い
た
後

青
森
に
戻
り
、
電
気
工
事
関
連
の
仕
事
に
就
い
て
い

ま
し
た
。
仕
事
が
休
み
の
日
を
中
心
に
、
家
業
の
手

伝
い
を
行
い
、
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
そ
れ
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

生
活
の
中
、次
第
に
家
業
に
対
す
る
責
任
感
が
湧
き
、

家
族
と
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
仕
事
を

辞
め
て
本
格
的
な
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
仕
事
の
大
ま
か
な
流
れ
は
解
っ
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
り
ん
ご
農
家
の
仕
事
は
栽
培
の
み

な
ら
ず
多
岐
に
わ
た
り
、
建
設
、
機
械
、
農
薬
等
の

技
術
や
知
識
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
必
要
で
最
初
は

苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
漠
然
と
手
伝
い
し
て
い

た
時
と
は
違
い
、
毎
日
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ

励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
園
地
を
取
得
し
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
を
始
め
た
こ
と
で
、
農
業
経

営
の
多
角
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
唐
竹
地
区
は
、
青
森
県
り
ん
ご
立
木

品
評
会
の
個
人
、
団
体
に
お
い
て
幾
度
と
な
く
農
林

水
産
大
臣
賞
受
賞
や
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

る
、
り
ん
ご
栽
培
技
術
の
水
準
が
高
い
地
区

で
す
。
就
農
し
た
て
の
身
で
お
こ
が
ま
し
い

で
す
が
、
こ
の
地
区
の
り
ん
ご
生
産
者
の
一

員
と
し
て
、更
な
る
栽
培
技
術
向
上
に
励
み
、

「
さ
す
が
唐
竹
の
り
ん
ご
」
と
言
わ
れ
る
く

ら
い
の
り
ん
ご
生
産
を
目
標
に
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培

に
お
い
て
も
、
初
収
穫
に
向
け
て
の
生
育
管

理
を
怠
ら
ず
、
将
来
的
な
規
模
拡
大
を
念
頭

に
入
れ
、
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
私
は
完
璧
で
は
な
い
。
で

も
、
毎
日
向
上
す
る
こ
と
に
集
中
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
」
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
最

高
峰
リ
ー
グ
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー

で
あ
っ
た
ア
レ
ン
・
ア
イ
バ
ー
ソ
ン
の
言
葉

で
す
。
学
生
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

青
春
を
費
や
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
競
技

を
続
け
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
の
憧
れ
の
選

手
で
あ
り
、
そ
の
プ
レ
ー
や
生
き
様
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。自
分
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、

自
己
成
長
の
た
め
に
努
力
し
続
け
る
重
要
性

を
教
え
て
く
れ
た
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
仕

事
や
自
分
自
身
の
「
質
」
を
よ
り
高
め
て
い

く
た
め
に
、
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
励
ん
で
い

き
ま
す
。


